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ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
著『
儀
礼
と
権
力
―
天
皇
の
明
治
維
新
』を
吟
味
す
る

―
「
語
り
」
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
た
も
の
は
何
か
―

新

田
　

均

は
じ
め
に

　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
氏
が

『
儀
礼
と
権
力
―
天
皇
の
明
治
維
新
』（
平
凡
社
選
書
、
平
成
二
三
年
八

月
、
以
下
書
名
の
な
い
頁
記
述
は
基
本
的
に
同
書
）
を
上
梓
さ
れ
た
。
ブ

リ
ー
ン
教
授
が
平
成
七
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
の
間
に
執
筆
し
た
近

代
の
天
皇
と
神
社
に
関
す
る
八
本
の
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

序
章
と
第
一
章
か
ら
第
三
章
で
は
、
儀
礼
論
的
見
地
か
ら
、
明
治
二

年
の
明
治
天
皇
の
伊
勢
参
宮
、
文
久
三
年
の
将
軍
家
茂
の
上
洛
と
孝

明
天
皇
へ
の
拝
謁
、
慶
応
四
年
の
誓
祭
儀
礼
（
い
わ
ゆ
る
「
五
カ
条
の

御
誓
文
」）、
明
治
天
皇
が
行
っ
た
外
交
上
の
儀
礼
な
ど
に
焦
点
を
当

て
、
儀
礼
の
権
力
関
係
へ
の
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。
第
四
章
か
ら

第
六
章
で
は
、「
天
皇
と
の
関
係
に
よ
っ
て
新
た
に
意
味
づ
け
ら
れ

る
近
代
初
期
の
神
道
、
近
代
の
神
社
を
取
り
上
げ
る
」（
一
八
頁
）
と

し
て
、
神
仏
分
離
、
大
国
隆
正
の
天
主
教
観
、
日
吉
神
社
の
山
王
祭

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
補
論
で
は
、
靖
国
神
社
を

「
記
憶
の
場
」
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
歴
史
は
「
き
わ
め

て
偏
っ
た
、
歪
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
二
六
四
頁
）
と
主
張
し
て

い
る
。
本
稿
は
こ
の
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
著
書
の
吟
味
を
目
的
と
す
る
。

一
、
本
稿
の
観
点
と
方
法

　

本
稿
に
お
け
る
吟
味
の
焦
点
は
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
方
法
論
に
当
て

る
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
彼
は
ま
ず
対
象
と
す
る
事
柄
を
ざ
っ
と
眺

め
て
直
感
的
に
自
ら
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
る
事
件
と
そ
れ
に
対
す

る
評
価
を
定
め
、
次
に
そ
の
結
論
を
正
当
化
す
る
た
め
に
必
要
な
理

論
と
事
例
を
あ
つ
め
て
論
文
を
組
み
立
て
て
い
る
。
予
め
仮
説
を
立

書
評
論
文
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て
る
の
は
研
究
者
な
ら
誰
で
も
行
う
こ
と
だ
が
、
彼
の
場
合
に
問
題

な
の
は
、
自
分
の
結
論
と
は
齟
齬
す
る
よ
う
な
理
論
や
事
例
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
て
、
つ
ま
み
食
い
的
に
用
い
た
り
、
隠

し
た
り
、
無
視
し
た
り
、
書
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
や
っ
か
い

な
論
証
を
省
略
し
、
結
局
、
自
ら
が
靖
国
神
社
を
批
判
す
る
際
に
問

題
と
し
た
「
記
憶
の
選
択
」
を
自
分
自
身
も
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
注
目
し
な
い
で
彼
の
議
論
に
付
き
合
う
こ
と
は
、
鏡
の
歪

み
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
映
し
出
さ
れ
た
像
を
修
正
し
よ
う

と
す
る
に
等
し
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
彼
の
議
論
を
歪

ま
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
方
法
論
に
内
在
す
る
問
題
を
、
彼
の

「
語
り
」
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
吟
味
し
、
読
者
の
目
か
ら

隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
実
を
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

二
、
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
論
文
内
容
の
創
作

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
の
方
法
論
的
問
題
点
を
最
も
如
実
に
示
し
て
い
る

の
が
、「
付
論
」
で
展
開
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ト
ナ
ー
氏

の
業
績
に
つ
い
て
の
「
語
り
」
で
あ
る
。
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
靖
国
神

社
が
語
る
戦
争
記
憶
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
業

績
を
持
ち
だ
し
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ト
ナ
ー
の
戦
争
記
憶

研
究
が
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。
サ

ン
ト
ナ
ー
の
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
で
戦
後
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た

博
物
館
、
記
念
施
設
を
主
題
と
す
る
。
ド
ゴ
ー
ル
派
が
建
て
た

博
物
館
も
あ
れ
ば
共
産
党
が
建
て
た
記
念
施
設
も
あ
る
が
、
共

通
す
る
特
徴
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
体
験
が
生
産
し
た
「
ト
ラ

ウ
マ
」、
つ
ま
り
、
敗
北
、
占
領
そ
れ
に
協
力
（
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
と
い
う
精
神
的
外
傷
を
抑
圧
す
る
働
き
を
す
る
、
と

彼
は
言
う
。
サ
ン
ト
ナ
ー
は
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
の
痛
み
を
受
け

入
れ
る
こ
と
を
拒
む
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
、
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
ば
か
り
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
多

く
の
戦
後
社
会
が
あ
る
程
度
共
有
す
る
現
象
だ
と
す
る
。
戦
争

記
憶
が
耐
え
る
に
は
あ
ま
り
に
痛
す
ぎ
る
た
め
そ
れ
を
抑
圧
し
、

抑
圧
す
る
た
め
の
記
憶
戦
略
を
演
じ
る
、
と
い
う
。「
神
話
作

成
」
で
あ
る
こ
の
記
憶
戦
略
を
、
サ
ン
ト
ナ
ー
は
「
語
り
の

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
と
名
づ
け
る
」（
二
七
九
―
二
八
〇
頁
）

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
に
言
わ
せ
る
と
、
靖
国
神
社
の
語
る
歴
史
は
「
ま

さ
に
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
語
り
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ

ム
」
の
範
疇
に
入
る
」（
二
八
〇
頁
）。

　

と
こ
ろ
が
、
先
の
記
述
の
中
で
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
論
文
内
容
と
合

致
す
る
の
は
、
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
が
「
語
り
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
と

い
う
術
語
を
用
い
て
い
る
と
い
う
部
分
だ
け
で
、
あ
と
は
全
て
ブ

リ
ー
ン
教
授
の
創
作
な
の
で
あ
る
。
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
は
フ
ラ
ン
ス
人

で
は
な
い
し
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
が
注
で
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
業
績
と
し
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て
挙
げ
て
い
る
「H

istory beyond the pleasure principle

」（
二
八

四
頁
）
と
い
う
論
文
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
記
念
施
設
の
研
究
で
は

な
く
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
言
説
の
研
究
な
の

で
あ
る
。

　

他
人
の
業
績
の
中
身
を
創
作
し
て
自
分
の
立
論
の
根
拠
と
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
サ
ン
ト
ナ
ー

氏
は
「H

istory beyond the pleasure principle

」
以
外
の
論
文
で

フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
記
念
施
設
に
つ
い
て
書
い
て
い
て
、
ブ
リ
ー
ン

教
授
は
そ
の
論
文
と
勘
違
い
し
て
「H

istory beyond the pleasure 

principle

」
を
注
で
挙
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え

て
、
友
人
を
介
し
て
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
自
身
に
質
し
て
み
た
。

D
ate: July 4, 2011 7:30PM

 1) A
re you a French critic?

 John B
reen is, as you know

, one of w
ell-know

n B
ritish 

scholars on Shinto. In the volum
e, he m

entions you as the 

French critic--“French critics like Eric Santner”. H
e quotes 

that you w
rite of French postw

ar m
useum

s that fail because 

they suppress the traum
a of the w

ar experience of defeat, 

occupation and collaboration. John B
reen tries to apply 

your fam
ous concept of ‘narrative fetishism

’ to the case of 

issues of Yasukuni shrine in Japan. I w
onder if John B

reen’s 

description you as the French critic is correct or a m
istake. 

A
re you a French?

 2) D
id you w

rite about a French m
useum

?

 In your article of “H
istory beyond the pleasure principle: 

Thoughts on the R
epresentation of Traum

a.” the m
ain 

context is N
azis’ H

olocaust not French m
useum

, right?  （中

略

）I w
ould like to ask a question of if you w

rote about the 

French m
useum

 often or not. Som
e portion of your article 

is available online, so I read it, but I did not find w
riting 

about the French m
useum

.

 I am
 asking this question because I felt a little bit strange 

that despite the strong context of H
olocaust in your article, 

your concept of “narrative fetishism
” is introduced by John 

B
reen w

ithout m
entioning the H

olocaust at all. In stead, he 

cites the French M
useum

’s failure as an exam
ple w

hen your 

article w
as m

entioned.
　

こ
の
質
問
に
対
す
る
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。

D
ate: July 6,  2011 1:56:19 PM
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 Thanks for your letter. N
o, I am

 not French! I am
 an 

A
m

erican, born in N
ew

 York C
ity. I don't recall ever having 

w
ritten about a French M

useum
. Strange!!!

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
が
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
論
文
に
言
及
す
る
の
は
、
私

が
知
る
限
り
で
も
、『
儀
礼
と
権
力
』
で
四
度
目
で
あ
る
。
平
成
一

八
年
九
月
の
「
靖
国
―
記
憶
の
形
成
と
喪
失
」（『
世
界
』
七
五
六
号
）。

平
成
一
九
年
の
「Yasukuni and the Loss of H

istorical M
em

ory

」

（『Yasukuni; the w
ar dead and the Struggle for Japan’s Past

』H
urst

）。

平
成
一
九
年
か
ら
二
三
年
の
間
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
太
平
洋

の
ト
ラ
ウ
マ
：
靖
国
神
社
に
よ
る
戦
争
語
り
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

（
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
東
健
太
郎
氏
の
訳
あ
り
）。
自
ら
が
依
拠
す
る
主
要

論
文
の
内
容
が
間
違
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
一
度
で
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
が
四
度
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
て
き
た
。

　

そ
の
上
、
私
が
『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
紙
上
で
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
に
よ
れ
ば
、
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ト
ナ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
学
者
で
、

シ
カ
ゴ
大
学
ド
イ
ツ
研
究
学
部
で
近
代
ド
イ
ツ
研
究
を
担
当
す
る
教

授
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
文
学
、
精
神
分
析
、
宗
教
、
哲
学
に
わ
た

り
、
ド
イ
ツ
の
詩
、
戦
後
ド
イ
ツ
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
扱
っ
て
い
る
。

著
者
が
言
及
し
、
引
用
も
し
て
い
る
「H

istory beyond the 

pleasure principle

」
と
い
う
題
の
論
文
を
書
い
て
い
る
の
は
事
実

だ
が
、
こ
の
論
文
を
載
せ
て
い
る
論
文
集
の
副
題
が
『N

azism
 and 

“the Final Solution”

』
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
主
題
は
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
国
家
的
・

文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
取
り
組
み
と
ジ
レ
ン
マ
」（
原

書p145

）
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
館
へ
の
言
及
は
ま
っ
た
く
な

い
。」（
通
巻
四
三
号
七
頁
、
平
成
二
四
年
一
月
一
五
日
）
と
指
摘
し
た
と

こ
ろ
、「［
新
田
教
授
は
］
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
が
展
開
し
た
議
論
そ
の
も

の
に
も
背
を
向
け
る
」
と
反
論
し
、「
サ
ン
ト
ナ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
戦
後
の
戦
争
博
物
館
、
慰
霊
施
設
を
調
査
し
、
そ
う
し
た
施
設
に

よ
る
戦
争
の
語
り
に
つ
い
て
刺
激
的
な
論
考
を
書
い
た
。
結
論
的
に

は
、
戦
争
の
語
り
方
は
敗
北
、
占
領
な
ど
の
ト
ラ
ウ
マ
と
密
接
に
繋

が
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」（『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
同
号
同
頁
）

と
繰
り
返
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
い
く
と
、
勘
違
い
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
意
図
的
な
創

作
な
の
だ
と
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

私
が
問
題
に
思
う
の
は
、
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
論
文
内
容
が
創
作
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
問
題
な
の
は
、

そ
の
創
作
が
、
読
者
に
対
し
て
重
大
な
論
点
を
隠
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
ら
は
困
難
な
論
証
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
「
語
り
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
は
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い
う
他
民
族
抹
殺
の
企
て
か
ら
生
ま
れ
た
ト
ラ
ウ

マ
に
つ
い
て
の
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
い
く
ら
凄
惨
だ
っ
た
と
は
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い
え
、「
戦
争
記
憶
」
に
直
ち
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
適

用
す
る
と
す
れ
ば
、
何
故
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
可
能
な
の
か
。

そ
れ
を
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
自
身
が
説
明
し
、
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
そ
の
説
明
責
任
・
証
明
責
任
を
回
避
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
体
験
と
ト
ラ
ウ
マ
、
そ
れ
を
抑
圧
す
る
戦
争
博
物

館
と
い
う
架
空
の
論
文
内
容
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
サ
ン
ト

ナ
ー
氏
の
概
念
が
靖
国
神
社
に
直
接
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
の
よ

う
に
見
せ
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
福
地
源
一
郎
の
「
言
葉
」
の
隠
蔽

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、「
自
分
の
結
論
と
は
齟
齬
す
る
よ
う
な
理
論

や
事
例
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
て
、
つ
ま
み
食
い
的
に

用
い
た
り
、
隠
し
た
り
、
無
視
し
た
り
」
す
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ

を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
福
地
源
一
郎
著
『
幕
府
衰
亡
論
』

か
ら
の
引
用
の
仕
方
で
あ
る
（
以
下
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
引
用
者
）。

　

彼
は
、『
儀
礼
と
権
力
』
の
第
一
章
「
孝
明
政
権
論
―
将
軍
の
上

洛
と
国
家
儀
礼
の
再
編
成
」
に
お
い
て
、「
儀
礼
論
的
観
点
か
ら
幕

末
の
政
治
史
に
せ
ま
る
と
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る

の
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
と
い
う
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従

来
の
研
究
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
し
て
き
た
八
・
一
八
政
変
ゆ
え
で
な
く
、

家
茂
将
軍
の
未
曾
有
の
上
洛
、
そ
し
て
上
洛
し
た
将
軍
が
御
所
内
で

孝
明
天
皇
に
拝
謁
し
た
た
め
だ
と
主
張
す
る
。
将
軍
が
江
戸
城
を
あ

と
に
し
、
京
都
に
向
か
っ
た
こ
と
は
、
参
勤
交
代
に
事
実
上
の
終
止

符
を
打
ち
、
近
世
的
な
権
力
関
係
を
崩
壊
さ
せ
る
発
端
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
有
力
藩
主
が
京
都
に
集
ま
り
、
天
皇
に
拝
謁
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
権
力
関
係
が
構
成
さ
れ
て
い
く
。
ほ
と
ん
ど
研
究

さ
れ
て
い
な
い
こ
の
画
期
的
な
将
軍
上
洛
は
、
全
く
新
し
い
、（
過

渡
的
な
）
政
体
を
出
現
さ
せ
た
こ
と
を
こ
こ
で
主
張
す
る
。」（
一
六

―
一
七
頁
）。
儀
礼
論
の
観
点
か
ら
見
て
、
文
久
三
年
の
将
軍
家
茂
の

上
洛
こ
そ
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
新
た
な
権
力
関
係
を
形
成
す
る
上

で
決
定
的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
章
は
、
武
田
秀
章
著
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
に
対
す

る
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
書
評
（『
神
道
宗
教
』
第
一
八
四
・
一
八
五
号
、
平

成
一
四
年
三
月
）
で
彼
が
主
張
し
た
こ
と
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
先
の
書
評
に
お
い
て
彼
は
、
儀
礼
は
「
権
力
関
係
を
上
演
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
形
成
し
、
生
産
す
る
最
大
の
契
機
で
あ

る
」（
一
二
五
頁
）
と
い
い
、「
十
四
代
将
軍
家
茂
が
文
久
三
年
三
月

七
日
に
参
内
し
、
天
皇
に
拝
謁
し
て
、
天
盃
式
に
あ
ず
か
っ
た
」
謁

見
儀
礼
を
「
画
期
的
」
と
評
価
し
、「
天
皇
と
将
軍
と
諸
侯
と
の
権

力
関
係
が
こ
こ
で
抜
本
的
に
再
編
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
」（
一
二

五
頁
）
だ
と
述
べ
て
い
た
。

　

こ
の
主
張
を
証
明
す
る
た
め
に
、
本
章
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
根
拠
を

挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は
、
福
地
源
一
郎
の
言
葉
と
い
う
歴
史

史
料
と
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ス
の
「
セ
ン
タ
ー
論
」
と
い
う
理
論
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で
あ
る
。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
福
地
源
一
郎
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
い
る
。

「
こ
の
二
百
三
十
年
ぶ
り
の
上
洛
は
、
幕
府
に
と
っ
て
ど
う
評

価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
福
地
源
一
郎
の
言
葉
を
借
り
て
み
る
。

そ
れ
は
「
幕
府
衰
亡
の
上
洛
」「
降
伏
の
上
洛
」「
示
弱
の
上

洛
」
で
、「
往
時
は
上
洛
を
以
て
幕
府
の
名
実
を
益
々
鞏
固
な

ら
し
め
、
今
日
は
上
洛
を
以
て
名
実
を
併
せ
失
う
に
い
た
れ
る

も
、
ま
た
宜
な
る
か
な
」
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
っ
た
」（
六

六
頁
）。

　

こ
れ
を
読
ん
だ
者
は
、
当
時
幕
府
の
通
弁
を
務
め
、
後
に
『
幕
府

衰
亡
論
』
を
書
い
た
福
地
源
一
郎
は
、
将
軍
の
上
洛
こ
そ
、
天
皇
と

将
軍
と
諸
侯
と
の
権
力
関
係
の
再
編
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
と
主

張
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
事
実
は
違
う
。
福
地
が
幕
府
の
衰
亡
を
決
定
的
に
し

た
と
し
て
重
視
し
た
の
は
、
文
久
二
年
六
月
、
江
戸
に
下
向
し
た
勅

使
が
突
き
付
け
た
要
求
を
幕
府
が
受
け
入
れ
て
、
一
橋
慶
喜
を
将
軍

後
見
職
に
、
松
平
慶
永
を
政
事
総
裁
職
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
す
る
と

と
も
に
、
将
軍
の
上
洛
を
決
定
し
た
こ
と
、
一
言
で
言
え
ば
、
幕
府

が
政
治
改
革
を
求
め
る
勅
命
に
し
た
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

『
幕
府
衰
亡
論
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
昭
和
四
二
年
）
か
ら
、
そ
の

部
分
を
引
用
す
る
。

「
幕
府
は
す
で
に
日
本
の
実
権
た
る
こ
と
、
国
政
は
旧
に
依
っ

て
大
樹
に
御
委
任
と
明
言
あ
り
し
に
て
明
白
な
る
が
上
に
、
実

際
二
百
余
年
間
の
中
央
政
府
な
る
に
、
外
交
の
事
は
勅
裁
を
仰

ぐ
べ
し
、
諸
大
名
を
率
い
て
上
洛
な
し
て
議
定
す
べ
し
と
京
都

よ
り
差
図
せ
ら
れ
、
遂
に
五
大
老
を
置
け
、
一
橋
・
越
前
を
後

見
・
総
裁
に
せ
よ
と
ま
で
干
渉
せ
ら
れ
て
は
、
幕
府
た
る
も
の

悪
ん
ぞ
政
府
の
実
権
を
保
つ
を
得
べ
け
ん
や
。
こ
れ
、
表
面
こ

そ
顕
わ
れ
ね
、
そ
の
実
は
幕
府
は
政
権
を
返
上
す
べ
し
と
云
う

の
要
求
に
異
な
ら
ざ
る
な
り
。」（
一
三
六
頁
）

「
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
幕
府
は
当
時
の
勅
命
に
会

し
て
、
真
に
徳
川
政
府
の
実
を
存
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
こ
の
要
求

を
謝
絶
す
る
の
一
策
あ
る
の
み
。」（
一
三
七
頁
）

「
余
は
、
徳
川
氏
の
幕
府
が
天
下
を
失
い
た
る
は
、
第
十
五
世

慶
喜
公
の
大
政
返
上
の
時
に
あ
ら
ず
し
て
、
第
十
四
世
家
茂
公

が
文
久
二
年
の
勅
答
の
時
に
あ
り
し
と
云
う
も
の
な
り
。
こ
こ

に
お
い
て
か
、
幕
府
の
衰
亡
は
大
い
に
長
足
を
以
て
そ
の
気
運

を
進
め
た
り
。」（
一
三
八
頁
）

　

福
地
は
文
久
二
年
を
も
っ
と
も
重
視
し
て
、
幕
府
が
勅
命
に
し
た

が
っ
た
こ
と
が
決
定
的
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
こ
の
部
分
を
隠
し
て
、
福
地
に
と
っ
て

波
及
的
・
二
義
的
に
過
ぎ
な
い
翌
年
の
将
軍
上
洛
を
、
彼
が
も
っ
と

も
重
視
し
て
い
た
か
の
よ
う
見
せ
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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客
観
性
と
公
平
性
を
重
ん
じ
る
な
ら
ば
、
福
地
の
言
っ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
読
者
に
伝
え
た
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
、
何
故
、
文
久

三
年
の
上
洛
が
決
定
的
な
の
か
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
隠
蔽
は
証
明
で
は
な
く
て
詐
術
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

文
久
三
年
の
将
軍
の
上
洛
を
福
地
が
も
っ
と
も
重
視
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
み
せ
か
け
た
の
に
は
、
も
う
一
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
福
地
の
考
え
を
そ
の
ま
ま
読
者
に
伝
え
て
し
ま
う
と
、
ブ

リ
ー
ン
教
授
の
い
う
「
儀
礼
論
」
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
「
儀
礼
は
権
力
関
係
を
上
演
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
形
成
し
、
生
産
す
る
最
大
の
契
機
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
福
地
の
記
述
で
は
、
権
力
関
係
を
決
定
し
た
の
は
、

勅
命
の
遵
奉
と
い
う
政
治
決
断
で
あ
っ
て
、
上
洛
に
伴
っ
て
行
わ
れ

た
諸
儀
礼
は
す
で
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
権
力
関
係
を
「
上
演
」

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
決
し
て
、
権
力
関
係
を
形
成
し
、
生
産
す

る
「
最
大
の
契
機
」
で
は
な
い
。
事
実
、
福
地
は
「
将
軍
は
主
権
者

な
れ
ど
も
、
最
上
主
権
は
朝
廷
に
在
り
と
い
う
こ
と
を
顕
わ
せ
る
降

伏
の
上
洛
な
り
」（
一
四
八
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、

彼
の
い
う
「
儀
礼
論
」
に
は
な
じ
ま
な
い
考
え
の
持
ち
主
で
あ
っ
た

福
地
が
書
い
た
歴
史
史
料
の
肝
心
な
部
分
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
史
料
が
彼
の
理
論
を
支
持
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
上
洛
し
た
将
軍
家
茂
が
御
所
に
お
い
て
孝
明

天
皇
に
拝
謁
し
た
時
の
儀
礼
が
、
将
軍
の
「
朝
臣
化
」
の
「
決
定
的

な
モ
メ
ン
ト
だ
っ
た
」（
五
八
頁
）
と
言
う
。
そ
れ
は
何
故
か
と
言
え

ば
、
将
軍
は
宣
下
に
よ
り
内
大
臣
だ
が
、
実
際
に
「
朝
臣
と
い
う
意

識
」
が
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
謁
見
儀
礼
で
「
は
じ
め
て
朝
臣
を

「
演
出
」
し
た
」（
六
〇
頁
）
か
ら
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

将
軍
に
「
朝
臣
と
い
う
意
識
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
本
当
だ

ろ
う
か
。
福
地
の
書
い
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
な
ら
ば
、

と
て
も
そ
う
は
言
え
そ
う
に
な
い
。

「
幕
府
が
奨
励
し
た
る
学
問
は
、
三
百
年
間
に
お
い
て
、
忠
孝

の
道
を
明
ら
か
に
し
て
、
社
会
の
徳
義
を
進
め
、
文
明
の
開
化

を
導
き
た
る
功
能
と
と
も
に
、
幕
府
の
上
に
朝
廷
あ
り
、
朝
廷

は
真
実
な
る
日
本
の
君
主
な
り
と
云
う
事
を
知
ら
し
め
、
以
て

勤
王
の
精
神
を
発
揚
せ
し
め
た
り
き
。
こ
の
余
、
文
学
の
盛
ん

な
り
し
に
従
い
て
、
勤
王
の
義
を
明
ら
か
に
し
た
る
は
勿
論
に

て
、
水
戸
の
『
大
日
本
史
』
の
如
き
、
頼
襄
［
山
陽
］
の
『
日

本
外
史
』
の
如
き
、
勤
王
に
与
り
て
力
あ
り
し
が
、
そ
の
外
に
、

幕
府
の
前
よ
り
し
て
、
つ
と
に
行
わ
れ
し
『
源
平
盛
衰
記
』

『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
の
諸
書
は
云
う
に
及
ば
ず
、
近
松

［
門
左
衛
門
］・
竹
田
［
出
雲
］
の
院
本
、［
滝
澤
］
馬
琴
の
稗

史
の
如
き
も
ま
た
そ
の
間
接
に
勤
王
に
力
あ
り
し
は
、
決
し
て

『
日
本
外
史
』
に
譲
ら
ざ
り
き
。

　

右
の
如
く
、
勤
王
の
志
は
、
幕
府
の
初
め
よ
り
養
成
せ
ら
れ

た
る
に
、
そ
の
上
に
も
ま
た
代
々
の
将
軍
を
し
て
、
皆
朝
廷
を
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尊
崇
せ
し
め
た
る
も
の
あ
り
き
。

　

単
に
表
面
よ
り
見
れ
ば
、
幕
府
は
朝
廷
の
御
賄
料
を
十
余
万

石
に
限
り
、
厳
に
政
府
に
干
渉
し
給
う
こ
と
を
禁
じ
て
、
す
こ

ぶ
る
朝
廷
を
蔑
如
せ
し
に
似
た
れ
ば
、
幕
府
の
内
部
に
て
は
さ

だ
め
て
軽
侮
を
極
め
た
る
な
ら
ん
と
憶
測
せ
る
も
の
少
な
か
ら

ず
。
こ
れ
、
大
い
な
る
誤
見
な
り
。
お
よ
そ
幕
府
が
朝
廷
に
対

せ
る
は
殊
に
尊
崇
を
極
め
、
啻
に
勅
使
を
礼
遇
せ
る
の
み
な
ら

ず
、
幕
吏
た
る
高
家
（
儀
式
・
典
礼
を
つ
か
さ
ど
る
家
柄
）
が
、

年
々
京
都
に
使
い
し
て
復
命
せ
る
時
だ
に
も
、
将
軍
家
は
こ
れ

を
同
間
に
入
れ
て
聞
き
玉
う
の
例
な
り
き
（
伊
勢
御
使
・
日
光
御

代
参
、
こ
の
例
な
り
き
）。
京
都
へ
の
進
献
物
は
、
将
軍
家
礼
服

を
着
し
て
、
こ
れ
を
御
覧
な
さ
れ
、
京
都
よ
り
の
賜
物
も
同
様

に
て
、
そ
の
賜
物
は
決
し
て
寝
室
に
置
き
玉
う
事
な
か
り
き
。

か
く
朝
廷
を
尊
び
玉
い
し
は
、
そ
の
実
、
輔
佐
の
臣
が
、
常
に

将
軍
を
し
て
恐
る
べ
き
は
京
都
な
り
と
思
わ
し
め
た
る
に
由
る
。

　

け
だ
し
、
諸
大
名
の
家
老
が
諌
を
以
て
そ
の
君
に
納
る
る
に

当
っ
て
は
、『
将
軍
家
よ
り
御
沙
汰
あ
っ
て
は
相
済
み
ま
す
ま

い
』
と
云
う
を
第
一
と
す
れ
ど
も
、
幕
府
輔
佐
の
臣
が
将
軍
家

を
諌
め
る
に
は
、「
日
光
様
（
家
康
公
の
事
）
に
対
し
て
相
済
み

ま
す
ま
い
」「
京
都
よ
り
御
沙
汰
あ
ら
ば
如
何
遊
さ
る
る
か
」

の
二
語
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
そ
の
中
に
て
も
、
日
光
様
は
最
も
将

軍
家
が
尊
敬
し
玉
え
る
祖
宗
な
れ
ど
も
、
何
を
云
う
に
も
現
世

に
は
御
座
さ
ざ
る
神
な
れ
ば
、
そ
の
効
力
は
自
か
ら
薄
く
、
つ

ま
り
先
祖
の
位
牌
と
同
効
と
は
成
れ
り
。
こ
れ
に
反
し
て
、
京

都
は
現
に
朝
廷
ま
し
ま
し
て
、
将
軍
家
に
官
位
を
も
授
け
玉
い
、

大
小
の
神
祇
よ
り
も
尊
く
て
あ
ら
せ
ら
る
る
に
つ
き
、
将
軍
家

の
心
中
に
畏
敬
の
念
を
起
さ
し
め
た
る
効
力
の
日
光
様
よ
り
多

か
り
し
は
、
自
然
の
勢
な
り
き
。
そ
の
上
に
、
学
問
上
よ
り
す

る
も
、
慣
例
上
よ
り
す
る
も
、
万
一
に
も
朝
敵
と
い
う
悪
名
を

京
都
よ
り
下
さ
る
る
時
は
、
将
軍
家
た
り
と
も
、
公
方
様
た
り

と
も
、
天
地
間
に
身
を
容
る
る
所
な
し
と
幼
少
の
折
よ
り
教
え

込
み
、
こ
れ
を
以
て
将
軍
家
を
怖
畏
せ
し
め
、
常
に
京
都
を
口

実
に
し
て
そ
の
不
良
を
諌
め
た
る
が
故
に
、
幕
府
の
内
部
に
て

朝
廷
を
畏
敬
せ
し
は
、
恐
ら
く
代
々
の
将
軍
家
を
以
て
第
一
と

せ
し
な
る
べ
し
。」（
八
―
九
頁
）

　

こ
の
福
地
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
代
々
の
将
軍
は
、
当
然
に
、

朝
臣
意
識
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

私
が
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
福
地
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
信
用
せ
よ

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ブ
リ
ー
ン
教
授
が
、
福
地
の
言
葉
の
一
部

を
自
ら
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
引
用
す
る
の
な
ら
ば
、
同
様
に
、

“
自
ら
の
主
張
に
反
す
る
部
分
の
言
葉
も
引
用
し
て
、
検
討
を
加
え

る
の
が
公
平
な
研
究
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
引
用
者
と
し

て
の
説
明
責
任
が
果
た
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。”
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
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四
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ス
説
の
改
竄

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
ま
た
、「
上
洛
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
す
る

鍵
」（
四
八
頁
）
と
し
て
、
社
会
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ス
の
「
セ

ン
タ
ー
論
」
を
援
用
し
て
い
る
。

「「
セ
ン
タ
ー
」
は
、
①
国
家
意
志
形
成
あ
る
い
は
関
連
す
る
諸

機
関
が
所
在
す
る
空
間
で
あ
る
が
、
②
同
時
に
国
家
や
権
力
者

を
権
威
づ
け
る
シ
ン
ボ
ル
が
占
め
る
次
元
の
空
間
で
も
あ
る
と

す
る
。
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
儀
礼
、
儀
礼
が

形
成
す
る
秩
序
の
原
理
こ
そ
セ
ン
タ
ー
を
セ
ン
タ
ー
た
ら
し
め
、

そ
の
セ
ン
タ
ー
を
国
家
の
聖
な
る
空
間
に
す
る
、
と
シ
ル
ス
は

結
論
す
る
。
シ
ル
ス
の
理
論
は
、
歴
史
、
と
く
に
政
治
史
に
お

け
る
「
空
間
」
を
重
視
す
る
も
っ
と
も
早
い
も
の
と
し
て
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
。
シ
ル
ス
は
実
は
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

の
言
う
「
カ
リ
ス
マ
性
」
を
さ
ぐ
る
目
的
を
も
っ
て
論
を
開
発

し
た
が
、
カ
リ
ス
マ
に
つ
い
て
の
シ
ル
ス
の
結
論
も
留
意
す
べ

き
で
、
聖
な
る
セ
ン
タ
ー
こ
そ
カ
リ
ス
マ
を
生
産
す
る
よ
う
に

機
能
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。」（
四
九
頁
）

　

こ
の
理
論
に
依
拠
し
て
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
「
画
期
的
な
上
洛
を

契
機
に
新
し
い
国
家
形
態
な
る
孝
明
政
権
が
京
都
、
朝
廷
、
天
皇
を

中
心
に
創
出
さ
れ
る
と
い
う
の
が
本
論
の
立
場
だ
」（
五
〇
頁
）
と
主

張
す
る
。

　

傍
線
部
分
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
紹
介

が
正
確
な
ら
ば
、
た
し
か
に
シ
ル
ス
の
理
論
は
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
の

儀
礼
論
に
適
合
し
、
新
た
な
カ
リ
ス
マ
を
生
産
す
る
“
空
間
と
し
て

の
京
都
”
を
重
視
す
る
彼
の
主
張
を
支
持
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

し
か
し
、
本
当
に
、
シ
ル
ス
は
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
言
う
と
お
り
の
こ

と
を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ン
ト
ナ
ー
氏
の
件
で
疑
り
深
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
私
は
、
シ
ル
ス
著
『C

enter and Periphery  

Essays in M
acro-sociology 

』（1975, The U
niversity of C

hicago

）

を
取
り
寄
せ
て
読
ん
で
み
た
。
す
る
と
、
シ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
た
。

  T
he center zone is not, as such, a spatially located 

phenom
enon. It alm

ost alw
ays has a m

ore or less definite 

location w
ithin the bounded territory in w

hich the society 

lives. Its centrality has, how
ever, nothing to do w

ith 

geom
etry and little w

ith geography.

  The center, or the central zone, is a phenom
enon of the 

realm
 of values and beliefs. It is the center of the order of 

sym
bols, of values and beliefs, w

hich govern the society. It 

is the center because it is the ultim
ate and irreducible; and 

it is felt to be such by m
any w

ho cannot give explicit 

articulation to its irreducibility. (p3)

（
セ
ン
タ
ー
領
域
は
、
そ
れ
自
体
、
空
間
的
に
位
置
を
確
定
で
き
る
現
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象
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
常
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
社
会
が

活
動
し
て
い
る
限
ら
れ
た
区
域
の
中
に
含
ま
れ
た
特
定
の
場
所
を
持
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
中
心
性
は
幾
何
学
と
は
無
関
係
で
、
地
理
学
と
も

ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
／
セ
ン
タ
ー
、
す
な
わ
ち
セ
ン
タ
ー
領
域
は
、

価
値
や
信
仰
と
い
っ
た
分
野
で
の
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
を
支

配
し
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
、
価
値
、
信
仰
の
秩
序
の
中
心
な
の
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
を
セ
ン
タ
ー
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
究
極
的
で
、
還
元
で

き
な
い
と
い
う
性
質
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
、
還
元
不
可
能
性
を
感
じ

な
が
ら
も
、
そ
れ
を
明
白
な
言
葉
に
は
で
き
な
い
多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
。）

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
の
説
明
で
は
、
シ
ル
ス
の
「
セ
ン
タ
ー
論
」
は

「
空
間
」
を
重
視
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
本
当

に
重
視
し
た
の
は
「
空
間
」（
物
理
的
に
存
在
す
る
特
定
の
場
）
で
は
な

く
て
、「
価
値
や
信
仰
」
で
あ
り
、
そ
の
「
究
極
性
・
還
元
不
可
能

性
」
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
シ
ル
ス
が
重
視
す
る
「
価
値
や
信
仰
」
と
「
儀
礼
」

と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
再
び
シ
ル
ス
の
言
葉
を
聞
い

て
み
よ
う
。

  R
itual and belief are intertw

ined w
ith each other; yet they 

are separable. B
eliefs and system

s of beliefs could 

conceivably be accepted w
ithout adopting the practice of 

the rituals associated w
ith them

. W
hen w

e speak of rituals 

in the sense w
e are discussing here, w

e think of their 

cognitive or beliefful content. Logically, beliefs could exist 

w
ithout rituals; rituals, how

ever, could not exist w
ithout 

beliefs. (p155)

（
儀
礼
と
信
仰
は
互
い
に
絡
ま
り
あ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
分
離
は
可

能
だ
。
信
仰
と
そ
の
体
系
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
儀

礼
の
執
行
が
な
く
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
我
々
が
こ
こ
で
論

じ
て
い
る
意
味
で
儀
礼
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
我
々
は
、
認
識
で
き
て
、

信
仰
的
な
要
素
に
満
ち
た
中
身
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
論
理
的
に
、

信
仰
は
儀
礼
無
し
で
も
存
在
で
き
る
。
し
か
し
、
儀
礼
は
信
仰
無
し
に

は
存
在
で
き
な
い
の
で
あ
る
。）

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
の
説
明
で
は
、「
儀
礼
が
形
成
す
る
秩
序
原
理
こ

そ
セ
ン
タ
ー
を
セ
ン
タ
ー
た
ら
し
め
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
を
国
家
の
聖

な
る
空
間
に
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
本
来
の
シ
ル
ス
説
で
は
、

セ
ン
タ
ー
を
セ
ン
タ
ー
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
「
価
値
や
信
仰
」
で
、

し
か
も
、
そ
の
「
信
仰
」
は
「
儀
礼
」
と
は
分
離
で
き
、「
儀
礼
」

が
な
く
と
も
存
在
で
き
る
、
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
シ
ル
ス
の
説

に
二
つ
の
重
大
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
説
に
適

合
す
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ

は
、
必
ず
し
も
空
間
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
本
来
の
「
セ
ン
タ
ー
」
論

を
空
間
重
視
の
学
説
だ
と
言
い
変
え
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
シ
ル
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ス
が
重
視
す
る
「
価
値
や
信
仰
」
を
隠
し
て
、
逆
に
シ
ル
ス
が
そ
れ

ら
と
は
分
離
可
能
だ
と
述
べ
て
い
る
儀
礼
こ
そ
セ
ン
タ
ー
を
セ
ン

タ
ー
た
ら
し
め
る
も
の
だ
と
シ
ル
ス
が
結
論
づ
け
て
い
る
と
言
い
変

え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

正
確
に
紹
介
す
れ
ば
、
シ
ル
ス
の
説
は
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
「
儀

礼
論
」
を
支
持
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
そ
の
本
質
的
な
意
義

（「
空
間
」
や
「
儀
礼
」
の
重
視
）
を
否
定
な
い
し
軽
視
す
る
説
な
の
で

あ
る
。五

、「
通
説
」
の
創
作

　
『
儀
礼
と
権
力
』
の
序
章
「
明
治
天
皇
を
読
む
」
で
は
、
明
治
二

年
三
月
の
明
治
天
皇
に
よ
る
伊
勢
神
宮
の
参
拝
を
「
画
期
的
イ
ベ
ン

ト
」（
二
七
頁
）
と
し
て
強
調
し
て
い
る
。「
通
説
で
は
、
万
世
一
系

神
話
の
体
現
者
と
し
て
の
天
皇
は
、
明
治
憲
法
発
布
以
後
登
場
す
る

と
理
解
さ
れ
て
い
る
」（
一
六
頁
）、「
通
説
的
に
は
、
天
皇
、
国
家
、

神
話
が
結
び
つ
く
の
は
、
帝
国
憲
法
お
よ
び
教
育
勅
語
の
成
立
時
期

か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
」（
二
九
頁
）
が
、
し
か
し
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
く
、「
天
皇
は
維
新
当
初
の
あ
の
未
曾
有
の
伊
勢
参
宮
以
来
、

一
貫
し
て
民
族
神
話
の
体
現
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
」

（
四
〇
頁
）。
こ
れ
が
こ
の
章
に
お
け
る
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
主
張
の
骨

子
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
天
皇
と

神
話
が
結
び
つ
く
の
は
明
治
憲
法
発
布
以
降
だ
と
考
え
る
の
が
「
通

説
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
天
皇
が
行
う
儀
礼
に
神
話
以
外
の
要
素
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
強
弱
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
天
皇
と
神
話
と

の
結
び
付
き
が
切
れ
た
こ
と
な
ど
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
皇
お
よ

び
そ
の
儀
礼
が
神
話
と
無
関
係
だ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
な
ど
と
い
う

「
通
説
」
を
私
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
天
皇
お
よ
び
そ
の

儀
礼
と
神
話
が
結
び
つ
く
の
が
帝
国
憲
法
発
布
以
降
だ
と
す
る
「
通

説
」
も
知
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
注
を
み
る
と
、「
通
説
」
を
代
表
す

る
者
と
し
て
、
奥
平
康
弘
、
原
武
史
、
増
田
知
子
、
三
氏
の
名
前
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
四
三
―
四
四
頁
）。
こ
こ
で
先
ず
い
ぶ
か
し
く

思
っ
た
の
は
、
奥
平
康
弘
氏
と
増
田
知
子
氏
が
と
も
に
法
学
者
だ
と

い
う
こ
と
だ
。
法
学
者
が
書
い
た
も
の
を
歴
史
に
関
す
る
「
通
説
」

と
し
て
挙
げ
る
の
も
変
な
話
だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
、「
法
学
者
な

ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
も
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
て
、

ブ
リ
ー
ン
教
授
が
注
で
挙
げ
て
い
る
奥
平
氏
の
著
書
『「
萬
世
一
系
」

の
研
究
―
「
皇
室
典
範
的
な
る
も
の
」
へ
の
視
座
』（
岩
波
書
店
、
平

成
一
七
年
）
を
読
ん
で
み
た
。
す
る
と
、
奥
平
氏
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
た
。

「
旧
幕
時
代
の
尊
皇
主
義
者
の
唱
え
た
「
萬
世
一
系
」
論
な
ど

に
遡
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
憲
法
論
の
う
え
だ
け
で
言
え
ば
、
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こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
明
治
憲
法
第
一
条
「
大
日
本
帝
国
ハ
萬
世

一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
に
端
を
発
す
る
と
見
て
よ
ろ
し

い
。」（
四
頁
）

　

奥
平
氏
は
、“「
萬
世
一
系
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
憲
法
論
に
限
り
、

そ
れ
以
前
の
こ
と
は
度
外
視
す
る
”
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
決
し

て
、
明
治
憲
法
以
前
に
天
皇
と
神
話
の
結
び
付
き
が
な
か
っ
た
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
文
章
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
旧
幕
時
代
の
尊
皇

主
義
者
の
唱
え
た
「
萬
世
一
系
」
論
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
だ

か
ら
、
明
治
憲
法
以
前
に
も
天
皇
と
神
話
の
結
び
付
き
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
文
章
で
あ
る
。

　

増
田
知
子
氏
の
著
書
『
天
皇
制
と
国
家
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
九

年
）
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
ブ
リ
ー
ン
教
授
が
注
で
示
し
て
い
る

頁
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
本
書
に
お
け
る
近
代
日
本
分
析
は
、
国
家
と
「
万
世
一
系
の

国
体
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
接
合
さ
れ
た
、
天
皇
制
国
家
に
お
け

る
立
憲
君
主
制
を
対
象
に
据
え
、
立
憲
君
主
制
を
大
権
政
治
と

い
う
概
念
を
用
い
て
、
そ
の
構
造
と
変
化
を
把
握
す
る
も
の
と

な
る
。」（
二
五
頁
）

　

増
田
氏
も
“
近
代
日
本
や
立
憲
君
主
制
を
分
析
の
対
象
に
す
る
”

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、
奥
平
氏
と
同
様
、
憲
法
制
定
以
前
は
“
度

外
視
し
て
い
る
”。
こ
れ
を
、「
天
皇
、
国
家
、
神
話
が
結
び
つ
く
の

は
、
帝
国
憲
法
お
よ
び
教
育
勅
語
の
成
立
時
期
か
ら
だ
」
と
の
主
張

と
し
て
“
語
る
”
の
は
、
論
旨
の
改
竄
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
が
否

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
通
説
」
そ
の
も
の
が
彼
の
創
作
な
の
だ
か

ら
、
こ
の
章
は
そ
も
そ
も
議
論
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、“
天
皇
と
神
話
と
の
結
び
付
き
は
、
明
治
天
皇

の
伊
勢
参
宮
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
だ
”
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
、
そ
れ
以
前
に
、
天
皇
と
神
話
と
が
結
び
付
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
彼
は
そ
れ
に
つ
い

て
は
何
の
証
拠
も
示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

試
み
が
無
意
味
な
こ
と
は
、
天
皇
に
つ
い
て
少
し
で
も
調
べ
た
こ
と

の
あ
る
人
間
な
ら
ば
、
自
明
の
こ
と
だ
。
伊
勢
参
宮
以
前
に
も
天
皇

と
神
話
が
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
に
は
事
欠
か
な

い
が
、
試
し
に
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
歴
代
天
皇
の
詔
を
読
ん
で
み

る
と
い
い
（『
み
こ
と
の
り
』
錦
正
社
、
平
成
七
年
）。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
の
書
き
ぶ
り
を
見
て
い
る
と
、
自
分
が
依
拠
し
て

い
る
論
文
や
史
料
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
す
る
読
者
な
ど
い
な
い
、
と

い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
改
竄
、
隠
蔽
な
ど
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

六
、一
般
論
や
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
手
法
に
よ
る
証
明
の
省
略

　
『
儀
礼
と
権
力
』
の
第
二
章
は
、
有
名
な
「
五
カ
条
の
御
誓
文
」

に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
れ
が
「
王
政
復
古
後
の
「
王
政
」
に
お
け
る

権
力
関
係
の
構
築
装
置
と
し
て
作
用
し
た
、
と
論
証
す
る
」（
八
七
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頁
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
が
こ
こ
で
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
権
力
関
係

の
構
築
」
に
は
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、「
誓
祭
儀
礼
の

狙
い
は
、
初
代
の
神
武
天
皇
と
の
関
連
づ
け
に
よ
る
、
絶
対
的
な
権

力
の
天
皇
へ
の
付
与
」（
九
三
頁
）
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ

の
点
は
つ
い
て
は
、「
五
カ
条
の
御
誓
文
」
を
「
誓
祭
」
と
捉
え
て

分
析
し
た
武
田
秀
章
氏
の
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』（
前
掲
）

な
ど
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
基
本
的
に
異
論
は

な
い

（
１
）。

　

二
つ
目
は
、「
儀
礼
、
宸
翰
に
登
場
す
る
天
皇
は
、
木
戸
、
大
久

保
、
岩
倉
な
ど
の
思
い
ど
お
り
の
天
皇
で
あ
り
、
天
皇
の
政
治
的
意

志
は
、
彼
ら
の
意
志
で
、
そ
し
て
そ
の
天
皇
を
中
核
と
し
た
「
王

政
」
も
、
彼
ら
の
思
い
ど
お
り
の
「
王
政
」
で
あ
っ
た
。
誓
祭
儀
礼

参
列
者
は
、
天
皇
の
絶
対
的
な
権
力
の
演
出
に
圧
倒
さ
れ
、
こ
の
こ

と
を
「
誤
認
」」（
九
六
頁
）
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
根
拠
と
し
て
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ベ
ル
が
「
儀

礼
の
、
誤
認
を
引
き
起
こ
す
働
き
」
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
一
一
八
頁
）。

　

こ
れ
は
議
論
の
す
り
替
え
だ
ろ
う
。
一
般
論
と
し
て
儀
礼
に
そ
の

よ
う
な
作
用
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
主

張
す
る
た
め
に
は
具
体
的
な
証
拠
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
彼
は
「
誤
認
」
の
存
在
を
立
証
す
る
史
料
を
何
も
提
示
し

て
い
な
い
。
常
識
的
に
考
え
て
、
儀
礼
参
加
者
た
ち
は
明
治
天
皇
が

十
六
才
の
少
年
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
い
く
ら

儀
礼
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
っ
て
政
治
的
決
定

ま
で
直
接
天
皇
が
行
っ
て
い
る
と
「
誤
認
」
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
こ
の
私
の
常
識
が
見
当
違
い
だ
と
い
う
の
な
ら
、「
誤
認
」
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
つ
目
は
、「
祭
政
儀
礼
は
、
同
時
に
［
実
際
の
権
力
者
た
る
木

戸
・
大
久
保
・
岩
倉
と
対
立
し
て
い
た
］
彼
ら
［
公
家
や
諸
侯
ら
の

議
定
グ
ル
ー
プ
］
の
権
力
を
剥
奪
す
る
よ
う
に
働
く
も
の
で
も
あ
っ

た
」（
一
〇
九
頁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
こ
の
儀
礼
を
経

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
に
、
議
定
グ
ル
ー
プ
が
木
戸
た
ち
に
服
従

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
た
事
実
や
、
そ
の
考

え
に
従
っ
て
行
動
し
た
事
実
を
証
明
す
る
史
料
は
何
も
提
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　

具
体
的
な
史
料
を
提
示
す
る
替
わ
り
に
、
彼
は
「
儀
礼
は
権
力
関

係
を
構
築
す
る
」
と
い
う
主
張
を
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
的
に
繰
り
返
し
て
、

読
者
の
意
識
に
刷
り
込
む
こ
と
を
試
み
て
い
る
（
八
七
頁
四
・
五
・
一

三
行
目
、
九
一
頁
一
三
行
目
、
九
二
頁
六
・
八
行
目
、
九
六
頁
一
五
行
目
、

一
一
〇
頁
一
〇
行
目
、
一
一
六
頁
一
二
行
目
。
第
二
章
全
三
一
頁
中
、
計
九

箇
所
）。

　

ち
な
み
に
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
こ
の
章
の
中
で
、
大
久
保
利
通

に
よ
る
「
大
阪
遷
都
論
」
や
岩
倉
具
視
に
よ
る
「
大
阪
親
征
」
を
取
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り
上
げ
て
い
る
（
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
、
一
一
五
頁
）。
序
章
と
の
関
連

を
考
え
れ
ば
、
シ
ル
ス
の
「
セ
ン
タ
ー
論
」（
四
八
―
四
九
頁
）
や
ギ

ア
ー
ツ
の
「
行
幸
」
論
（
六
〇
頁
）
に
照
ら
し
て
こ
れ
ら
の
事
象
を

ど
う
解
釈
す
る
の
か
、
さ
ら
に
、
維
新
後
、
都
が
あ
っ
と
言
う
間
に

京
都
か
ら
東
京
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
、

当
然
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、

そ
の
記
述
は
全
く
な
い
。

　

彼
の
学
説
の
引
用
の
仕
方
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
別

の
現
象
に
つ
い
て
一
回
限
り
で
、「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」
の
よ
う
な

使
わ
れ
方
だ
。
あ
る
説
の
有
効
性
を
確
信
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

一
貫
し
て
歴
史
を
解
釈
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
個
別
の

事
例
に
つ
い
て
の
自
分
の
見
解
を
正
当
化
で
き
そ
う
な
理
論
を
、
そ

の
場
そ
の
場
で
見
つ
け
出
し
て
体
よ
く
使
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見

え
な
い
。
ま
し
て
、
日
本
の
具
体
的
な
歴
史
に
照
ら
し
て
、
諸
説
の

有
効
性
や
的
確
性
の
方
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢
・
問
題
意

識
は
皆
無
で
あ
る
。

七
、
前
提
と
結
論
の
矛
盾
へ
の
無
関
心

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
の
場
合
に
不
可
解
な
の
は
、
他
人
の
説
ば
か
り
で

な
く
、
自
分
の
説
に
つ
い
て
さ
え
も
、
そ
の
一
貫
性
を
保
と
う
と
い

う
意
志
に
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

彼
は
「
は
じ
め
に
」
で
「
近
代
国
家
が
神
社
に
押
し
つ
け
た
祭
祀

は
、
近
世
と
違
っ
て
、
す
べ
て
万
世
一
系
の
天
皇
を
正
当
化
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
」（
七
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

近
代
に
な
っ
て
か
ら
神
社
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
祭
祀
は
「
す

べ
て
」
万
世
一
系
の
天
皇
を
正
当
化
す
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
れ
が

「
事
実
」
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

彼
は
、
こ
れ
を
「
事
実
」
と
す
る
主
張
を
繰
り
返
し
て
、
第
六
章

「
神
社
の
祭
り
の
近
代
―
官
幣
大
社
日
吉
神
社
の
場
合
」
で
も
、「
万

世
一
系
の
神
話
を
祭
祀
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
こ
そ
官
幣
大
社
日
吉
神

社
の
新
時
代
の
役
目
だ
っ
た
」（
二
五
二
頁
）
と
断
言
し
て
い
る
。

　

第
六
章
の
目
的
は
、
原
始
的
・
古
代
的
と
も
言
わ
れ
て
い
る
日
吉

神
社
の
山
王
祭
の
原
点
が
、「
実
は
十
九
世
紀
の
明
治
維
新
に
あ
る

こ
と
を
論
証
す
る
」（
二
〇
七
頁
）
こ
と
に
あ
る
。
彼
が
山
王
祭
に
焦

点
を
当
て
る
の
は
「
山
王
祭
こ
そ
日
吉
大
社
の
存
在
理
由
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
」（
二
〇
六
頁
）
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
で
は
、
日
吉
神
社
の
存
在
理
由
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

山
王
祭
に
つ
い
て
の
論
証
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ブ
リ
ー
ン
教

授
の
言
葉
を
次
に
引
用
す
る
。

「
ま
ず
神
々
に
つ
い
て
は
、
西
本
宮
の
祭
神
大
己
貴
神
は
、
三

輪
か
ら
勧
請
さ
れ
た
古
代
以
来
現
代
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て

日
吉
神
社
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
が
、
大
己
貴
神
以
外

の
、
現
在
祭
ら
れ
て
い
る
神
々
が
、
明
治
維
新
後
に
定
ま
っ
た

こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
大
山
咋
神
は
、『
古
事
記
』
に
登
場
す
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る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、
大
己
貴
神
の
勧
請
以
前
に
も

八
王
子
山
に
影
向
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の

後
判
然
と
し
な
い
状
況
に
よ
っ
て
日
吉
神
社
か
ら
姿
を
消
し
、

国
常
立
尊
に
取
っ
て
か
わ
ら
れ
、
明
治
維
新
に
い
た
っ
た
。
さ

ら
に
、
大
山
咋
以
外
の
神
々
も
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明

治
維
新
を
境
に
抜
本
的
に
変
身
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

妃
の
玉
依
姫
も
明
治
維
新
と
と
も
に
日
吉
神
社
の
祭
神
と
な
っ

た
。
新
し
い
神
々
が
こ
う
し
て
登
場
す
る
と
同
時
に
古
い
神
々

が
去
っ
て
い
く
こ
と
に
も
留
意
し
よ
う
。
国
常
立
尊
の
ほ
か
に

も
、
瓊
瓊
杵
尊
、
国
狭
槌
尊
、
惶
根
尊
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天

忍
穂
耳
尊
、
伊
弉
冊
尊
な
ど
が
、
も
は
や
新
時
代
の
日
吉
神
社

や
山
王
祭
に
不
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
々
が
神
座
を

譲
っ
た
主
な
理
由
は
、
山
王
祭
が
語
る
新
し
い
物
語
と
無
関
係

だ
っ
た
か
ら
で
、
そ
の
物
語
は
、
大
山
咋
と
玉
依
姫
の
成
婚
や
、

そ
の
夫
婦
神
が
結
ば
れ
て
御
子
が
生
誕
す
る
こ
と
に
つ
き
る
。

そ
の
物
語
は
、
維
新
前
の
山
王
祭
と
な
ん
ら
関
係
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」（
二
五
一
―
二
五
二
頁
）。

　

こ
こ
を
読
ん
で
私
の
頭
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
な
に
し
ろ
、「
瓊

瓊
杵
尊
」「
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
」
と
い
っ
た
「
万
世
一

系
神
話
」
に
は
欠
か
せ
な
い
神
々
が
、
維
新
と
共
に
日
吉
神
社
か
ら

去
り
、
そ
の
理
由
が
「
山
王
祭
が
語
る
新
し
い
物
語
と
無
関
係
だ
っ

た
か
ら
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
、「
万
世
一
系
の

神
話
を
祭
祀
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
こ
そ
官
幣
大
社
日
吉
神
社
の
新
時

代
の
役
目
だ
っ
た
の
だ
」
と
い
え
る
の
か
。「
近
代
国
家
が
神
社
に

押
し
つ
け
た
祭
祀
は
、
近
世
と
違
っ
て
、
す
べ
て
万
世
一
系
の
天
皇

を
正
当
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
え
る
の
か
。
話
は
逆

で
、“
山
王
祭
が
語
る
新
し
い
物
語
は
万
世
一
系
の
神
話
か
ら
遠
ざ

か
る
も
の
だ
っ
た
”“
万
世
一
系
の
神
話
を
祭
祀
に
よ
っ
て
語
る
こ

と
は
官
幣
大
社
日
吉
神
社
の
新
時
代
の
役
目
で
は
な
か
っ
た
”、
つ

ま
り
“
近
代
国
家
が
神
社
に
押
し
つ
け
た
祭
祀
が
、
す
べ
て
万
世
一

系
の
天
皇
を
正
当
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い

え
な
い
”
と
い
う
結
論
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
ん
な
自
己
矛
盾
に
著
者
が
気
づ
か
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
が
「
山
王
祭
が
語
る
新
し
い
物
語
」
の
意
味
を
読

み
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
て
み
た
が
、
そ
う
で
は

な
か
っ
た
。
私
の
読
み
の
正
し
さ
は
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
自
身
の
結
び

の
言
葉
で
裏
付
け
ら
れ
た
。

「
実
証
的
な
考
察
を
い
っ
た
ん
離
れ
て
み
る
と
、
現
代
の
山
王

祭
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
の
物
語
は
、
い
か
に
も
原
始
的

な
も
の
で
、
永
遠
な
る
性
格
を
有
す
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

近
代
国
家
の
も
と
で
創
出
さ
れ
た
神
話
と
し
て
、
万
世
一
系
と

全
く
次
元
が
異
な
る
分
だ
け
、
実
に
魅
力
的
な
神
話
の
よ
う
に

も
思
え
る
。」（
二
五
四
頁
）

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
が
「
事
実
」
と
断
定
し
て
い
た
こ
と
を
、
彼
自
身
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の
実
証
的
な
考
察
が
否
定
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
読
者
に
と
っ

て
は
「
魅
力
的
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
著
者
は
そ
れ
で
は
す
ま
さ
れ

ま
い
。
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
矛
盾
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
何
故
か
、
彼
は
全
く
無
関
心
な
の
で
あ
る
。

八
、�

再
び
一
般
論
に
よ
る
証
明
の
回
避
と
、
対
象
の
基

本
的
性
格
の
忘
却

　

最
後
に
、
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
「
付
論
」
に
も
ど
ろ
う
。「
付
論
」

で
は
、
靖
国
神
社
を
「
記
憶
の
場
」
と
し
て
捉
え
、「
そ
の
記
憶
に

よ
っ
て
語
ら
れ
る
歴
史
が
、
き
わ
め
て
偏
っ
た
、
歪
曲
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
」（
二
六
四
頁
）
と
繰
り
返
し
述
べ
て
、「
さ
ま
ざ
ま
な
動
機

を
も
っ
て
貴
い
命
を
捧
げ
た
戦
没
者
を
追
悼
す
る
場
と
な
れ
る
か
は

大
変
疑
問
で
あ
る
」（
二
八
一
頁
）
と
主
張
し
、
新
し
い
「
国
立
追
悼

施
設
」
の
「
利
点
は
多
く
あ
る
」（
二
八
一
頁
）
と
し
て
論
を
閉
じ
て

い
る
。

　

彼
は
「
本
論
は
、
靖
国
神
社
が
ど
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
記
憶
を
形
成
し
、
ま
た
な
ぜ
そ
う
し
た
記
憶
を
形
成
せ
ざ
る

を
え
な
い
の
か
に
焦
点
を
し
ぼ
る
」（
二
六
三
頁
）
と
し
て
、
靖
国
神

社
が
語
る
「
記
憶
」
を
「
儀
礼
」「
展
示
」「
テ
キ
ス
ト

（
（
（

」
の
順
で
検

討
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
儀
礼
」
に
つ
い
て
は
、
靖
国
神
社
で
の
慰
霊
祭
を
取
り

上
げ
、
そ
の
目
的
は
戦
没
者
が
体
現
し
、
天
皇
が
意
味
づ
け
る
価
値

観
に
対
し
て
「
畏
敬
の
念
を
繰
り
返
し
生
産
す
る
こ
と
」（
二
六
八

頁
）
に
あ
る
と
し
、
そ
の
価
値
観
と
は
、
戦
死
者
の
死
は
「
悲
し
む

べ
き
悲
劇
で
は
あ
る
が
称
賛
す
べ
き
名
誉
で
あ
る
」「
敗
北
に
お

わ
っ
た
あ
の
戦
争
は
、
や
は
り
有
意
義
で
、
名
誉
あ
る
戦
い
で
あ
っ

た
」（
二
六
八
頁
）
い
う
も
の
だ
、
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
「
こ

の
よ
う
な
戦
争
記
憶
は
、
歴
史
と
い
う
よ
り
は
ま
さ
に
神
話
と
称
す

べ
き
も
の
」（
二
六
八
頁
）
だ
と
批
判
す
る
。
彼
が
い
う
「
神
話
」
と

は
“
事
実
を
歪
曲
し
た
作
り
話
”
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
ら
し
い
が
、

そ
う
言
え
る
根
拠
と
し
て
「
コ
ン
ナ
ー
ト
ン
に
よ
る
神
話
の
定
義
に

み
ら
れ
る
苦
闘
、
犠
牲
、（
戦
死
に
よ
る
）
勝
利
が
、
慰
霊
祭
の
戦
争

記
憶
に
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
こ
と
」（
二
六
八
頁
）
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
、
例
の
“
一
般
論
に
よ
る
証
明
の
省
略
”
が
行
わ
れ
て
い

る
。「
称
賛
す
べ
き
名
誉
」「
有
意
義
で
、
名
誉
あ
る
戦
い
」
で
あ
っ

た
と
す
る
「
記
憶
」
が
「
神
話
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
多
く
の
歴

史
事
実
を
個
別
に
検
討
し
た
結
果
と
し
て
結
論
づ
け
る
べ
き
こ
と
で

あ
っ
て
、
一
学
者
の
一
般
論
を
当
て
は
め
て
、
そ
れ
で
事
足
れ
り
と

す
る
よ
う
な
権
威
主
義
的
な
手
法
で
す
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

彼
は
靖
国
神
社
の
「
慰
霊
祭
」
で
「
神
社
が
英
霊
と
し
て
慰
め
る

の
は
「
軍
人
」、「
軍
属
」、「
準
軍
属
」
の
範
疇
に
入
る
人
々
の
み
」

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
れ
は
「
非
戦
闘
員
の
犠
牲
」
を
「
忘

却
」
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
だ
か
ら
靖
国
神
社
は
「
全
国
的
慰
霊
施

設
に
は
と
う
て
い
な
れ
な
い
」（
二
六
八
―
二
六
九
頁
）
の
だ
と
主
張



ジョン・ブリーン著『儀礼と権力―天皇の明治維新』を吟味する（新田）439

す
る
。
こ
れ
は
、“
そ
も
そ
も
神
社
と
い
う
も
の
は
、
特
定
の
祭
神

に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
”
と
い
う
基
本
性
格
を
、
そ
れ

こ
そ
「
忘
却
」
し
た
議
論
だ
ろ
う
。
彼
の
議
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

全
国
の
神
社
は
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
神
々
を
「
忘

却
」
さ
せ
る
た
め
の
施
設
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

九
、
自
ら
の
歴
史
観
に
対
す
る
懐
疑
心
の
欠
如

　
「
展
示
」
に
つ
い
て
は
、
靖
国
神
社
の
「
戦
争
博
物
館
で
あ
る
遊

就
館
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
「
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
は
、
敵
の

姿
の
、
不
思
議
な
不
在
」（
二
七
二
頁
）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。「
も
っ
と
も
痛
ま
し
い

記
憶
、
敗
北
の
記
憶
、
加
害
の
記
憶
、
戦
争
の
空
し
さ
の
記
憶
を
抹

消
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
米
軍
、
英
軍
、
中
国
軍
か
ら
の
戦
利
品
、
遺

品
等
を
展
示
し
て
敵
の
姿
を
表
に
出
せ
ば
、
陸
軍
が
働
い
た
加
害
、

お
よ
び
受
け
た
被
害
、
戦
っ
た
戦
争
そ
の
も
の
の
凄
惨
さ
を
連
想
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。」（
二
七
二
―
二
七
三
頁
）

　

こ
こ
で
も
、
例
に
よ
っ
て
、
前
提
が
間
違
っ
て
い
る
。「
敵
の
姿

の
、
不
思
議
な
不
在
」
は
遊
就
館
だ
け
の
「
特
徴
」
で
は
な
い
。
多

か
れ
、
少
な
か
れ
、
日
本
の
戦
争
慰
霊
施
設
に
共
通
す
る
特
徴
だ
。

誰
で
も
知
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
れ
ば
、
広
島
に
あ
る
原
爆
慰
霊
碑
の

言
葉
で
あ
る
。

　
　

安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い　

過
ち
は
、
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら

こ
こ
で
は
、
原
爆
を
投
下
し
た
「
敵
」
が
、
完
全
に
「
消
毒
」「
抹

消
」「
忘
却
」
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
「
慰
霊
祭
」
と
「
遊
就
館
」
で
「
抹
消
」
さ
れ

て
い
る
記
憶
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
る
。

＊�

「
病
死
、
餓
死
し
た
軍
人
も
多
く
い
た
、
と
い
う
史
実
」「
忠

誠
心
、
愛
国
心
、
自
己
犠
牲
を
体
現
し
て
戦
死
し
た
者
で
も
、

軍
国
主
義
の
犠
牲
者
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
戦
死
は
そ
れ
が
た

め
の
無
駄
だ
っ
た
、
と
い
う
史
実
」「
戦
歿
者
が
命
を
奪
わ

れ
た
あ
の
戦
争
が
凄
惨
で
野
蛮
き
わ
ま
り
な
い
も
の
だ
っ
た
、

と
い
う
史
実
」（
二
六
九
頁
）。

＊�

海
軍
民
政
職
員
の
飯
田
進
氏
が
「
体
験
し
た
戦
争
の
真
実
」

（
二
七
〇
頁
）。

＊�

沖
縄
戦
ほ
ど
恐
ろ
し
い
戦
闘
は
太
平
洋
戦
争
で
は
ほ
か
に
な

か
っ
た
と
い
う
「
周
知
の
事
実
」（
二
七
三
頁
）。

＊�

特
攻
隊
員
た
ち
が
守
ろ
う
と
し
た
日
本
は
、「
万
世
一
系
の
、

し
か
も
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
天
皇
が
統
治
す
る
と

定
め
ら
れ
（
第
一
条
、
第
三
条
）、
軍
部
が
特
権
的
な
位
置
づ

け
を
与
え
ら
れ
た
（
第
十
一
条
）、
明
治
憲
法
が
支
配
す
る
日

本
だ
っ
た
と
い
う
基
本
的
な
事
実
」（
二
七
七
頁
）。

＊�
「
戦
後
の
平
和
と
繁
栄
」
は
、
日
本
軍
の
戦
い
ぶ
り
で
な
く

―
そ
れ
が
い
か
に
勇
敢
で
あ
っ
た
に
せ
よ
―
む
し
ろ
そ
の
敗

北
お
よ
び
敗
戦
に
伴
う
「
軍
隊
の
解
体
や
非
軍
事
化
」、「
人
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権
の
保
障
を
中
心
と
し
た
民
主
化
」、「
国
家
機
構
の
改
革
」

こ
そ
、
そ
れ
を
保
障
し
た
。
そ
の
総
仕
上
げ
が
、
ま
さ
に
明

治
憲
法
に
取
っ
て
か
わ
り
、「
国
民
主
権
、
平
和
主
義
を
基

礎
に
お
い
た
日
本
国
憲
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
事
実

（
二
七
七
頁
）。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
彼
が
記
憶
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
事
柄

に
つ
い
て
は
、
記
憶
の
「
選
択
」「
抹
消
」「
消
毒
」「
忘
却
」
が

ま
っ
た
く
想
定
さ
れ
ず
、
史
料
を
付
き
合
わ
せ
て
の
検
討
も
な
く
、

す
べ
て
が
「
事
実
」「
真
実
」
で
あ
る
と
の
前
提
で
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
自
ら
が
肯
定
す
る
歴
史
観
に
対
す
る
懐

疑
心
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
公
平
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
、
彼
が
「
周
知
の
事
実
」
と
し

て
い
る
沖
縄
戦
に
お
け
る
「
軍
が
住
民
を
文
字
通
り
に
盾
に
し
、
排

除
し
、
時
に
は
銃
剣
で
殺
傷
し
、
あ
る
い
は
集
団
自
決
を
強
い
た
、

と
い
う
沖
縄
県
民
の
対
照
的
記
憶
」（
二
七
三
頁
）
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
、
記
憶
の
選
択
・
誇
張
・
隠
蔽
・
改
竄
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ

（
（
（

。
そ
れ
で
も
「
事
実
」
と
し
て
主
張
し
た
い
の
な

ら
、
個
別
具
体
的
な
歴
史
研
究
に
よ
る
べ
き
だ
。
さ
ら
に
、
日
本
人

に
対
し
て
記
憶
の
「
選
択
」「
忘
却
」
を
せ
ま
っ
た
占
領
政
策
の
検

討
も
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　

東
京
裁
判
が
「
勝
者
の
裁
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
議
論
に
つ
い
て

は
、
そ
う
い
う
側
面
が
「
大
い
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
言

い
、「
筆
者
の
国
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
欧
米
の
帝
国
主
義
列
強
が
十

九
世
紀
以
前
か
ら
ア
ジ
ア
の
侵
略
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い

で
、
軽
く
流
し
て
、「
だ
か
ら
と
言
っ
て
パ
ー
ル
の
見
方
が
妥
当
な

歴
史
記
憶
に
な
る
と
も
限
ら
ず
」
と
、
例
に
よ
っ
て
検
証
抜
き
の
一

般
論
で
か
わ
し
、「
陸
軍
な
ど
が
罪
を
犯
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
な

ら
な
い
」（
二
七
四
頁
）
な
ど
と
、
靖
国
神
社
が
主
張
し
て
も
い
な
い

議
論
を
持
ち
出
し
て
読
者
を
煙
に
巻
こ
う
と
し
て
い
る
。

十
、
歴
史
的
文
脈
の
無
視

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、「
儀
礼
、
展
示
の
両
戦
略
に
よ
る
歪
曲
さ
れ

た
歴
史
記
憶
の
生
産
は
、
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
無
意
味
に
思
え

る
戦
死
に
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
。
靖
国
神
社
関
係
者
が
戦
争
の
空
し
さ
、
戦
没
者
の
死
、
日

本
の
敗
北
を
直
視
し
な
い
、
で
き
な
い
結
果
で
も
あ
る
」（
二
七
五

頁
）
と
い
う
。

　

靖
国
神
社
関
係
者
が
戦
争
の
空
し
さ
、
戦
歿
者
の
死
、
日
本
の
敗

北
を
直
視
し
な
い
、
で
き
な
い
結
果
と
し
て
、
無
意
味
に
見
え
る
死

に
意
味
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
の
推
測
は
、
戦
後
日
本
の
文
脈

を
無
視
し
た
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
な

の
で
概
略
だ
け
繰
り
返
す
。

　

遊
就
館
が
歴
史
観
を
積
極
的
に
語
り
は
じ
め
た
の
は
平
成
一
四
年
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の
全
面
改
装
以
後
、
つ
ま
り
極
め
て
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
日
本
の
公
教
育
の
中
で
、
日
本
の
近
代
史
を
極
め
て
否
定

的
に
見
る
歴
史
観
（
国
内
に
お
い
て
は
搾
取
、
外
国
に
対
し
て
は
侵
略
の

連
続
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
）
が
徹
底
さ
れ
す
ぎ
た
結
果
、
病
的
と
も

言
え
る
事
態
が
起
き
は
じ
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
子
供

た
ち
の
多
く
が
、
日
本
が
先
に
戦
争
を
始
め
た
か
ら
原
爆
を
落
と
さ

れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
の
だ
と
教
え
ら
れ
、「
過
ち
は
繰
り
返
し

ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
た
原
爆
慰
霊
碑
を
参
拝
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ

ざ
わ
ざ
「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」
を
見
学
さ
せ
る
た
め
に
中
国
に
生

徒
を
連
れ
て
い
く
学
校
も
あ
る
。
史
実
の
直
視
ど
こ
ろ
か
、
虚
偽
を

大
量
に
含
ん
だ
負
の
歴
史
像
を
押
し
つ
け
ら
れ
続
け
る
段
階
に
ま
で

達
し
て
き
た
。

　

こ
の
事
態
に
直
面
し
て
、
靖
国
神
社
も
、
祭
神
個
人
の
顕
彰
を
中

心
と
し
た
展
示
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
感
じ
て
、
そ
れ
ま
で
は
背
景

と
し
て
控
え
め
に
論
じ
て
い
た
歴
史
観
を
も
っ
と
全
面
に
出
し
て
積

極
的
に
主
張
す
る
展
示
へ
と
姿
勢
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
靖
国
神
社
の
展
示
姿
勢
の
転
換
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
全
国
的

な
教
育
現
場
の
実
情
か
ら
見
れ
ば
、
と
る
に
足
ら
な
い
些
細
な
こ
と

で
、
極
め
て
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
し
か
な
い
。
事
実
、
修
学
旅
行
で

広
島
や
長
崎
の
原
爆
記
念
館
に
生
徒
を
連
れ
て
い
く
学
校
は
数
知
れ

な
い
が
、
遊
就
館
に
生
徒
を
連
れ
て
い
く
学
校
は
ほ
と
ん
ど
な
い

（
（
（

。

十
一
、
批
判
対
象
の
加
工

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、「
テ
キ
ス
ト
」
の
分
析
に
お
い
て
、
殉
国
の

英
霊
、
二
百
五
十
万
柱
の
貴
い
「
礎
」
の
上
に
今
日
の
日
本
が
あ
り
、

そ
し
て
貴
方
が
お
り
、
家
族
が
あ
る
と
い
う
「
礎
」
論
を
批
判
し
て
、

戦
没
者
が
「
戦
後
の
よ
う
な
社
会
を
理
想
と
し
、
究
極
の
犠
牲
を

払
っ
た
と
の
議
論
は
到
底
な
り
た
た
な
い
」（
二
七
七
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
批
判
対
象
を
批
判
し
や
す
い
よ
う
に
加
工
し
た
も

の
で
、
例
に
よ
っ
て
、
あ
り
も
し
な
い
議
論
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。

「
礎
」
論
に
お
い
て
、
戦
後
社
会
は
理
想
で
は
な
い
。
理
想
で
は
な

い
が
、
と
も
か
く
も
独
立
国
家
と
し
て
存
続
で
き
、
経
済
的
繁
栄
も

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
大
戦
の
結
果
、

欧
米
人
が
人
種
差
別
や
植
民
地
主
義
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

日
本
の
存
続
に
不
可
欠
な
貿
易
の
自
由
が
な
ん
と
か
保
障
さ
れ
る
世

界
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
戦
没
者
達
の
払
っ
た
犠
牲

は
、
個
別
具
体
的
に
は
意
味
づ
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
に
し
て
も
、

全
体
と
し
て
、
そ
の
後
の
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、我
々
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
「
礎
」

論
の
主
旨
で
あ
る

（
（
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
し
ん
ど
か
っ
た
。
著
者
が
依
拠
し
て
い
る
論
文
や
史
料
に
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当
た
り
直
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
ま
ず
結
論
を
決
め
て
、

そ
れ
に
見
合
う
理
論
や
史
料
を
繋
ぎ
あ
わ
せ
、
自
ら
の
主
張
や
論
理

に
合
わ
な
い
も
の
は
視
野
に
入
れ
な
い
。
こ
の
根
底
に
は
、
研
究
対

象
や
他
者
の
業
績
さ
ら
に
読
者
に
対
す
る
畏
れ
の
欠
如
、
自
分
の
知

性
に
対
す
る
過
信
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
歴
史
に
対
す
る
畏
敬
の

念
が
あ
れ
ば
都
合
の
い
い
理
論
や
史
料
だ
け
で
論
を
進
め
る
こ
と
な

ど
出
来
な
い
。
理
論
を
構
築
し
た
研
究
者
に
対
す
る
敬
意
が
あ
れ
ば
、

改
竄
な
ど
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
読
者
の
眼
に
対
す
る
恐
れ
が
あ

れ
ば
隠
蔽
な
ど
出
来
ま
い
。
都
合
の
良
い
記
憶
選
択
を
無
意
識
の
内

に
で
も
し
て
仕
舞
う
の
が
人
間
で
、
自
ら
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
と

自
覚
し
て
い
れ
ば
、
己
を
省
み
る
こ
と
な
く
対
象
や
他
者
を
批
判
す

る
こ
と
な
ど
出
来
は
し
ま
い
。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
「
靖
国
が
も
つ
戦
争
へ
の
記
憶
は
、
客
観
的
で

複
雑
な
そ
れ
で
は
あ
り
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
現
代
社
会
の
道
徳
、
道
義

に
見
合
っ
た
、
そ
れ
に
役
立
つ
「
記
憶
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」

（
二
七
九
頁
）
と
批
判
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
彼
の
論
文
自
体

が
、
客
観
的
で
複
雑
な
そ
れ
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
彼
の
価
値
観
や

結
論
や
主
張
に
見
合
っ
た
、
そ
れ
に
役
立
つ
創
作
、
書
き
換
え
、
隠

蔽
、
加
工
、
忘
却
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
い
く
と
、

方
法
論
上
の
問
題
を
越
え
て
、
倫
理
的
次
元
の
問
題
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
判
断
は
読
者
に
お
任
せ
す
る
と
し
て
、
最
後
に
、
他
人
を
批

判
し
て
ば
か
り
い
る
私
が
、
さ
さ
や
か
な
戒
め
と
し
て
、
常
に
念
頭

に
置
い
て
い
る
聖
書
の
言
葉
を
引
用
し
た
い
。

「
な
ん
じ
ら
人
を
審さ

ば

く
な
、
審
か
れ
ざ
ら
ん
為
な
り
。
己お

の

が
さ

ば
く
審さ

ば
き判

に
て
己お

の
れも

さ
ば
か
れ
、
己
が
は
か
る
量は

か
りに

て
己
も
量は

か

ら
る
べ
し
。
何
ゆ
ゑ
兄
弟
の
目
に
あ
る
塵ち

り

を
見
て
、
お
の
が
目

に
あ
る
梁う

つ

木ば
り

を
認
め
ぬ
か
。
視
よ
、
お
の
が
目
に
梁
木
の
あ
る

に
、
い
か
で
兄
弟
に
む
か
ひ
て
、
汝
の
目
よ
り
塵
を
除
か
せ
よ

と
言
ひ
得
ん
や
。
偽
善
者
よ
、
ま
づ
己
が
目
よ
り
梁
木
を
と
り

除
け
、
さ
ら
ば
明
か
に
見
え
て
、
兄
弟
の
目
よ
り
塵
を
取
り
除

き
得
ん
。」（
マ
タ
イ
伝
福
音
書　

第
７
章
）

注（
1
）　

武
田
氏
は
「
誓
祭
」
の
「
特
徴
」
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

�

ま
ず
第
一
に
、
誓
祭
は
、
何
よ
り
も
天
皇
主
体
の
儀
礼
と
し

て
、
天
皇
親
祭
の
祭
儀
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
天
皇

主
催
の
確
立
と
そ
の
『
創
業
』
の
大
綱
を
、
天
皇
親
ら
躬
を

も
っ
て
明
示
す
る
国
家
祭
典
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に

そ
れ
は
、
従
来
の
朝
廷
祭
祀
の
枠
を
こ
え
て
行
わ
れ
た
「
官

武
一
途
」
の
国
家
祭
典
で
あ
り
、
諸
侯
の
参
列
を
実
現
し
た

点
に
お
い
て
、
従
来
の
朝
廷
祭
祀
の
伝
統
の
大
き
な
変
更
を

意
味
し
て
い
た
。
こ
の
群
臣
は
、
祭
典
に
参
列
し
た
の
み
な

ら
ず
、
誓
文
に
加
名
し
て
天
皇
の
叡
慮
の
遵
奉
を
誓
っ
た
の

で
あ
る
。（『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
一
七
九
頁
、
傍
線
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引
用
者
。
最
初
の
傍
線
部
分
は
文
脈
か
ら
考
え
て
、「
天
皇

主
権
の
確
立
」
の
誤
植
だ
ろ
う
と
考
え
て
武
田
氏
本
人
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
通
り
だ
」
と
の
回
答
を
得
た
）。

　

ブ
リ
ー
ン
教
授
は
、
武
田
氏
の
研
究
を
指
し
て
「
祭
主
と
祭
神

に
注
目
す
る
余
り
、
こ
の
権
力
次
元
は
ほ
と
ん
ど
探
ら
れ
な
い
ま

ま
と
な
っ
て
い
ま
す
」（「
武
田
秀
章
著
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研

究
』」『
神
道
宗
教
』
一
八
四
・
一
八
五
号
、
一
二
五
頁
）、「
祭
祀

＝
儀
礼
の
権
力
関
係
を
構
築
す
る
働
き
を
見
逃
し
て
い
る
」（
八

七
頁
）
と
批
判
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
引
用
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
武
田
氏
は
「
天
皇
主
権
の
確
立
」「「
官
武
一
途
」
の

国
家
祭
典
」「
誓
文
に
加
名
し
て
天
皇
の
叡
慮
の
遵
奉
を
誓
っ
た
」

と
い
う
表
現
で
権
力
関
係
構
築
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
）　�

こ
の
節
以
下
で
頁
数
を
付
さ
ず
に
「　

」
を
用
い
る
時
は
、
基
本

的
に
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
用
語
の
借
用
で
あ
る
。

（
3
）　�

こ
の
碑
を
見
た
東
京
裁
判
判
事
の
ラ
ダ
ビ
ノ
ー
ド
・
パ
ー
ル
氏
は
、

原
爆
投
下
と
い
う
過
ち
を
犯
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
な
の
に
、
な
ぜ

日
本
人
が
日
本
人
に
「
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
と
謝
っ

て
い
る
の
か
と
憤
慨
し
、「
東
京
裁
判
で
何
も
か
も
日
本
が
悪
か
っ

た
と
す
る
戦
時
宣
伝
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
人

の
魂
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
東
京
裁
判
の

影
響
は
原
子
爆
弾
の
被
害
よ
り
も
甚
大
だ
」
と
慨
嘆
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
パ
ー
ル
氏
の
慨
嘆
を
報
道
で
知
っ
た
本
照
寺
住

職
・
筧
義
章
氏
の
求
め
に
応
じ
て
、「
大
亜
細
亜
悲
願
之
碑
」
に

次
の
よ
う
な
碑
文
を
書
い
た
（『
パ
ー
ル
博
士
「
平
和
の
宣
言
」』

小
学
館
、
平
成
二
〇
年
、
二
―
四
頁
）。

　
　
　

抑
圧
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
解
放
の
た
め

　
　
　

そ
の
厳
粛
な
る
誓
い
に

　
　
　

い
の
ち
捧
げ
た
魂
の
上
に
幸
あ
れ

　
　
　

お
お　

真
理
よ
！

　
　
　

あ
な
た
は
我
が
心
の
中
に
在
る

　
　
　

そ
の
啓
示
に
従
っ
て　

我
は
進
む

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
五
二
年
一
一
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ダ
ビ
ノ
ー
ド
・
パ
ー
ル

　

な
お
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
の
い
う
「
敵
の
姿
の
、
不
思
議
な
不
在
」

に
つ
い
て
、
私
は
か
つ
て
左
の
よ
う
に
答
え
た
が
、
取
り
合
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た

　
　

�　

こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
を
批
判
す
る
議
論
で
、
ま
ず
無
視

さ
れ
て
い
る
の
が
、
靖
国
神
社
は
慰
霊
施
設
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
他
の
宗
教
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
、

神
式
の
告
別
式
に
お
い
て
は
、
祝
詞
の
中
で
そ
の
人
の
経
歴

や
業
績
を
紹
介
し
て
故
人
を
讃
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ

の
語
り
に
対
し
て
、「
故
人
の
負
の
面
も
述
べ
な
け
れ
ば
彼

を
正
当
に
評
価
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
批
判
す

る
人
は
ま
ず
い
な
い
。
故
人
が
遭
遇
し
た
苦
難
に
つ
い
て
語

る
時
も
、
敵
対
者
の
悪
事
を
強
調
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は

し
な
い
。
慰
霊
の
場
に
恨
み
や
憎
し
み
な
ど
と
い
う
負
の
感

情
を
持
ち
込
ん
だ
り
、
煽
っ
た
り
す
る
の
は
日
本
人
の
伝
統

的
な
宗
教
感
覚
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
。

　
　

�　

神
職
も
、
多
く
の
日
本
人
も
、
無
意
識
の
内
に
、
戦
死
者

達
の
事
績
を
展
示
し
て
い
る
遊
就
館
を
、
故
人
に
さ
さ
げ
る

告
別
式
の
祝
詞
を
聞
く
よ
う
な
感
覚
で
捉
え
て
い
る
。
だ
か

ら
、
遊
就
館
の
展
示
で
は
故
人
の
人
生
の
積
極
的
な
意
義
の
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方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
敵
対
者
の
存
在
は
強
調
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。

　
　

�（N
itta H

itoshi, ‘A
nd W

hy Shouldn’t the Prim
e M

inister 
W

orship at Yasukuni?'  John B
reen ed., “Yasukuni; the 

W
ar D

ead and the Struggle for Japan’s Past”, H
urst, 2007, 

pp.134-135.

）

（
4
）　�

曽
野
綾
子
『
沖
縄
戦
・
渡
嘉
敷
島
「
集
団
自
決
」
の
真
実
―
日
本

軍
の
住
民
自
決
命
令
は
な
か
っ
た
』
ワ
ッ
ク
、
平
成
一
八
年
五
月
。

　

曽
野
氏
の
著
書
は
、
ブ
リ
ー
ン
教
授
が
「
神
話
」
と
呼
ぶ
も
の

を
克
服
す
る
た
め
に
、
本
当
は
ど
の
よ
う
に
調
べ
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
を
教
え
て
く
れ
る
有
意
義
な
文
献
で
あ
る
。
中
で

も
、
紀
元
前
六
十
六
年
に
起
こ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
ロ
ー
マ
反
乱

の
最
後
の
拠
点
と
な
っ
た
マ
サ
ダ
で
の
集
団
自
決
を
沖
縄
と
対
比

し
た
記
述
は
興
味
深
い
。

（
5
）　

曽
野
『
前
掲
書
』
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
石
川
水
穂
氏
に
よ

る
「
解
説
」
参
照
。

（
6
）　�

新
田
均
「
近
代
国
民
国
家
「
日
本
」
の
意
味
か
ら
考
え
直
し
て
み

よ
う
」『
靖
国
神
社
を
ど
う
考
え
る
か
』
小
学
館
文
庫
、
平
成
一

三
年
、
一
三
三
頁
。（

皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
）




